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呼吸器感染症におけるSY5555の 臨床的検討

小花 光夫 ・松岡 康夫 ・入交昭一郎 ・塚 田 健介#

川崎市立川崎病院内科*
#現NTT長 野病院内科

新 し く開発 され た経 口用ペ ネム 系抗生 剤SY5555を 急性 扁桃 炎2例,急 性気 管支 炎4例,気 管

支肺 炎1例,肺 炎+胸 膜 炎1例,慢 性気 管 支炎 の急性 増悪2例,計10例 に1回300mg,1日3回

7～15日 間経 口投与 した。臨 床効 果判定 可能 で あ った9例 では有効8例,無 効1例 で あ った。

本剤投 与 中に 発疹 の発現 をみた症例 が1例 あ ったが,投 与 中止後 自然軽 快 した。 本剤 に よる と

思 われ た臨床検 査値 異常 と して は1例 で本剤 投 与中 にALP,γ-GTPの 一 過性 増加(ALP209

→389→172 IU/1,γ-GTP29→70→24 IU/1)が 認め られ た。
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SY5555は 近 年,サ ン トリー(株)生 物 医学研 究所 で

合 成 され た経 口用 ペ ネム 系抗菌 剤 であ る。 これ までの

基 礎 的検 討 で はSY5555は 殺 菌 的 に作 用 し,そ のin

vitroに おけ る抗菌 スペ ク トル は,Psmdomonasaer-

uginosaを 除い ては グラム 陽性 菌,グ ラム 陰性 菌 に幅

広 く,特 に腸球 菌 を含 む グラム陽性 菌 お よび嫌気 性菌

に対 して は非常 に優 れ た抗菌 力 を有 して いる。 また,

β-lactamaseに 対 しては極 め て安 定 で ある こ とが 報告

され て いる1)。

我 々は この よ うな基礎 的評価 をふ まえ,内 科領 域の

各種 呼吸 器感染 症 にお いて本 剤 の臨床 的検討 を行 なっ

たので,そ の 成績 を報告 す る。

投 与対 象 は平成3年8月 か ら平 成3年10月 までの 間

に,川 崎 市立 川崎病 院 内科 に通院 または新 入院 した患

者 で,同 意 の得 られ た男性6例,女 性4例 の計10例,

年令 は16才 か ら73才 にわ た り,平 均47.3才 で あ った。

感染症 の 内訳 は急性 扁桃 炎2例,急 性気 管 支炎4例,

気 管支 肺炎1例,肺 炎+胸 膜 炎1例,慢 性 気管 支 炎の

急 性 増 悪2例 で あ った。 薬 剤 投 与 方 法 と し て は

SY5555を1回300mg,1日3回 毎 食後 に服用 させ た。

投 与 日数 は副作 用の ため3日 間で 中止 した1例 お よび

肺癌 が判 明 したため 途 中で 中止 した1例 を除 き,7日

～15日 間 で
,平 均10.9日 で あ った。

効 果判定 と して は細菌 学的 に は菌 の 消失 を もって有

効 とし,臨 床 的に は発熱,喀 疲性状,喀 疾 量 な どの臨

床症状 お よび胸 部X線 所 見,血 沈,CRP,白 血球 数 な

どの検 査所 見 の改善 か ら,著 効,有 効,や や 有効,無

効,不 明 の5段 階 に判定 した。

なお,本 剤投 与 中に本 剤 に よる副作 用 と して ア レル

ギー症状,消 化器症 状,中 枢神 経症状 な どの 出現が な

いか否 か調査 した。 また,本 剤投与 前後 に末梢 血,肝

機能,腎 機能 な どの臨床検 査 を施行 して,臨 床検 査値

異常の 出現 の有無 をみ た。

症例 の一 覧表 をTable1に 示 した。症例1は 急性 扁

桃炎例 で扁 桃膿培 養 では常在 菌の みが検 出 され,起 炎

菌 を明 らか にす るこ とは で きなか っ たが,臨 床 的 には

有効 であ った。症例2は 同 じ く急性 扁桃 炎例 で起炎菌

を明 らか にす るこ とはで きなか ったが,本 剤 投与1日

後に躯 幹 に軽度 の発疹 が 出現 し,3日 間で本 剤 を中止

した。 その間 に臨床症 状 は消失 した ため,臨 床的 には

有効 と判定 した。症例3,4,5は 急性 気管 支炎例 で

喀疾 培養 では常 在菌 のみが検 出 され,起 炎菌 を明 らか

にす るこ とは で きなか ったが,い ず れ も臨床 的 には有

効 であ った。症例4は 糖尿 病 と心 不全,症 例5は 糖 尿

病 を基礎疾 患 として有 してい た。 症例6は 気管支 炎例

で喀 疲 培 養 で はStreptococcus pneumoniaeが 検 出 さ

れ たが,本 剤投 与 にて除菌 され,臨 床 的に も有効 であ っ

た。症 例7は 気 管 支 肺 炎 例 で喀 疾 培 養 で はHaemo-

pnilus influengaeが 検 出 され たが,本 剤投 与 にて除菌

され,臨 床症状,胸 部X線 上 の浸潤 影が速 やか に消失

し,有 効 と判 定 され た。 症例8は 当初,肺 炎 と胸膜 炎

を疑 い本剤 を開始 したが,そ の後肺癌 が主 疾患 であ り,

さ らに 癌性 胸 膜 炎 を合 併 して い る こ とが 判 明 した た

め,3日 間 で本剤 の投 与は 中止 して,効 果判定 か らは

除外 した。症 例9は 慢性 気管 支炎 の急性 増悪例 で喀疲

培 養 ではS.pneumoniaeとStaphylococcus auzeusが

検 出 され たが,本 剤投 与 にてP.aeruginosaに 菌 交代

した。 臨床 的に は咳漱,膿 性 疾は消 失 し,有 効 と判定
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され た。症例10はB型 肝 炎 を基礎 疾患 として有す る慢

性気 管 支 炎の 急性 増 悪例 で喀 疾 培養 ではH.influen-

zaeが 検 出 され たが,本 剤投 与に て も不 変で あ った。臨

床 症状 で も本 剤8日 間投 与後 も解 熱がみ られ ず,咳 漱,

膿性疾 に も改善が な く,臨 床 的に 無効 と判定 され た。

臨床効 果 の判定 可能 であ った9例 では急性 扁桃炎2

例 で有効,急 性気 管支 炎4例 で有効,気 管支肺 炎1例

で有効,慢 性 気管支 炎 の急性増 悪2例 では有効1例,

無 効1例 で あ り,計9例 中8例 が有効 以上 で あ った。

なお,起 炎菌 を同定 し得 た4例 で は,菌 消失2例(S.

pneumoniae, H. influenzae) , 菌 交 代1例(S.

pneumoniae,S.aureusの 混合 感 染 よ りP.aeruginosa

へ),不 変1例(H.influenzae)で あった。

本 剤投 与 中に本剤 に起 因す る と思 われ た副作用 と し

て前述の ように症 例2の 急性 扁 桃炎例 にお いて発 疹 を

認め たが,本 剤 中止 後に 自然軽快 した。 その他 の症例

では本剤 に よる と思 われ る副作用 はみ られ なか った。

本剤 投与 前後 に施 行 した末梢 血,肝 機 能,腎 機能 な ど

の臨床 検査値 では,症 例7の 気管 支肺 炎例 で本剤 投与

中にALP,γ-GTPの 一過 性増 加(ALP209→389→

1721U/1,γ-GTP29→70→241U/1)が 認め られ た。

ペ ネム系 経 口抗菌 剤 で殺 菌的作 用 を有 す るSY5555

を急性 扁桃 炎2例,急 性 気 管 支炎4例,気 管支 肺 炎1

例,肺 炎+胸 膜炎1例,慢 性 気管 支炎 の急性 増悪2例,

計10例 の 各種 内科 領 域呼 吸 器 感染 症 に投 与 した とこ

ろ,効 果 判定 の可 能 であ った9例 中8例 で有効 で あっ

た。 この 成績 は本 剤が経 口剤 で あ るため,投 与症 例 が

全 て中等症 以下 であ った こ とを考 慮 して もほぼ満 足 で

きる もの で あった とい え る。 しか し,10例 中1例 では

あ るが躯 幹の 発疹 とい う副作 用が 認め られ た こ とは今

後注 意 しなが ら,更 に検 討 を重ね て い く必要 が あ る と

い え よ う。

以上 よ り,SY5555は 内科 領域 の 呼吸 器 感染 症 にお

い て十分有 用 と考 え られ,今 後 の 更 なる検 討 に値 す る

抗 菌剤 で あ る と思 われ た。
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Clinical study on SY5555 in respiratory tract infections
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Ten patients with respiratory tract infections were treated with SY5555 at a dose of 900 mg a day.

Clinical efficacy was good in 8, poor in 1, and not evaluable in 1. As to side effects, skin eruption was

observed in one patient. Laboratory findings revealed slight elevation of ALP and y-GTP in one patient.


